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千葉県水道局 

千葉県営水道は、昭和 11 年に千葉市域において給水を開始。その後、

京葉工業地帯の急速な発展などに合わせて順次給水区域を拡大し、   

平成 30 年 3 月末現在、県北西部地域を中心に、１１市の約３００万人の

お客様に水道水を供給する全国第３位の水道事業体となっています。 

○給水区域 

千葉市、市川市、船橋市、松戸市、習志野市、市原市、鎌ケ谷市、

浦安市、成田市、印西市、白井市   ※アンダーラインは全域県営水道 

○給水人口    約 300万人（県人口の約 48％、普及率 96.5％） 

○給水戸数    約 147万戸 

○１日平均給水量 88万 7,957㎥  ※H29年度実績 

○導送配水管路延長 約 9,100㎞ 

○１㎥当たり料金 132円（県内事業体平均 184.63円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  水 道 事 業 の 概 要  

県営水道の水源は、ほとんどを 

利根川水系に依存しています。 

 

県内の水源として、高滝ダム等から

取水するなど水源の多系統化に 

努めています。 

※口径13㎜で 1カ月 

20㎥使用した場合 

（平成30年4月1日現在） 
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千葉県水道局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（税込み・単位：百万円、％）

２９年度　ａ ２８年度　ｂ 増減 ｃ＝ａ－ｂ 増減率　ｃ／ｂ

64,700 64,241 459 0.7

4,746 4,353 393 9.0

7,326 7,787 △ 461 △5.9

特別利益 2,310 606 1,704 281.2

4,044 3,723 321 8.6

計　Ａ 83,126 80,710 2,416 3.0

5,334 5,335 △ 1 △0.0

2,420 2,283 137 6.0

修繕費 6,375 6,519 △ 144 △2.2

2,073 1,767 306 17.3

28,856 28,096 760 2.7

2,921 3,155 △ 234 △7.4

19,072 20,067 △ 995 △5.0

計　Ｂ 67,051 67,222 △ 171 △0.3

16,075 13,488 2,587 19.2

純利益（消費税調整後） 14,204 11,170 3,034 27.2

区　　分

収
入

支
出

収支差　　Ｃ＝Ａ－Ｂ

動力費

薬品費

減価償却費・資産減耗費

支払利息

その他

給水収益

給水申込納付金

長期前受金戻入

その他

人件費

（税込み・単位：百万円、％）

２９年度　ａ ２８年度　ｂ 増減 ｃ＝ａ－ｂ 増減率　ｃ／ｂ

8,000 10,000 △ 2,000 △20.0

国庫補助金 571 238 333 139.9

工事負担金 1,706 1,252 454 36.3

2,059 1,819 240 13.2

計　Ａ 12,336 13,309 △ 973 △7.3

29,217 34,744 △ 5,527 △15.9

11,933 11,486 447 3.9

2,000 0 2,000 皆増

358 746 △ 388 △52.0

計　Ｂ 43,508 46,976 △ 3,468 △7.4

△ 31,172 △ 33,667 2,495 △7.4

企業債償還金

区　　分

企業債

その他

収支差　　Ｃ＝Ａ－Ｂ

収
入

支
出

建設事業費

投資

その他

水道事業の財務の概要 

・収益的収入が 831 億円、収益的支出が 671 億円であり、消費税調整後の純利益は 142 億円と 

・収益的収入が 831億円、収益的支出が 671億円であり、消費税調整後の純利益は 142

億円となりました。 

・資本的支出の規模は 435 億円であり、そのうち建設事業費は 292 億円、企業債償還

金は 119億円でした。 

・現預金等の資金残高は、18億円減少し、536億円となりました。 

・企業債残高は、40億円減少し、1,419億円となりました。 
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・資本的支出の規模は 435 億円であり、そのうち建設事業費は 292 億円、企業債償還

金は 119億円でした。 

・内部留保資金等の資金残高は、62億円増加し、406 億円となりました。 

・企業債残高は、39億円減少し、1,419億円となりました。 
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・資本的支出の規模は 435 億円であり、そのうち建設事業費は 292 億円、企業債償還金は 119 億

円でした。 

・内部留保資金等の資金残高は、62 億円増加し、406 億円となりました。 

・企業債残高は、39 億円減少し、1,419 億円となりました。 

 

上水道事業 平成 29年度決算 

○純利益（142億円）は、前年度に比べ 30億円の増加 

＜主な増減の内容＞ 

収益的収入：前年度に比べ 24億円増の 831億円 

・給水収益は、調定水量の増加などにより 4億 59百万円増加 

・給水申込納付金は、新設申込件数の増（＋2,309件）などで 3億 93百万円増加 

・長期前受金戻入
もどしいれ

は、4億 61百万円減少 

・特別利益は、退職給付引当金の戻入などにより 17億 4百万円増加 

 

収益的支出：前年度に比べ 2億円減の 671億円 

・支払利息が、企業債残高の減などにより 2億 34百万円減少 

 

○資金残高 

平成 28年度末残高 ５５４億円 １８億円減 平成 29年度末残高 ５３６億円 

 

○企業債残高 

平成 28年度末残高 １，４５９億円 ４０億円減 平成 29年度末残高 １，４１９億円 

 

 

 

 

 

○今後に向けて 

上水道事業の経営状況は、現時点では良好ですが、将来的には給水人口が減少に転ずるものと予想

されるなど、給水収益の大幅な増加は見込めない一方、老朽化した浄・給水場や水道管路の更新・整

備など、今後、多額の建設事業費が必要となります。 

そのため、一定の内部留保資金を確保しながら、「中期経営計画」などに基づき、計画的に事業を実

施し、健全な経営に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 収益的収支 決算額 

１ 

２ 資本的収支 決算額 

１ 

２ 



千葉県水道局 

 

  

◎収益的収入 

・給水収益は、26年度の消費税増税による増を除けば、ほぼ横ばいです。29年度は 5億

円の増となりました。 

・給水申込納付金は、消費税増税前の住宅建設等の駆け込み需要により増加した 25 年

度を除き、ほぼ 40億円台で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎収益的支出 

・収益的支出は、26年度に新会計基準の適用により増加しましたが、それ以降は減少

傾向にあり、29年度は 28年度に比べ 1億円の減でした。 

・支払利息は減少傾向にあり、減価償却費は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎純利益・資金残高 

・純利益は、24年度は 60億円台でしたが、25年度には給水申込納付金の増などによ

り 76 億円、28 年度には人件費の減少などにより 112 億円、29 年度は退職給付引当

金戻入の特別利益計上などにより、30億円増の 142億円となりました。 

・現預金等の資金残高は、25 年度に企業債の繰上償還により減少、28 年度には人件

費の減少などにより増と、増減を繰り返していますが、29 年度は企業債発行の抑制

などにより対前年度 18億円減の 536億円と、ほぼ横ばいとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎企業債残高 

・企業債発行を抑制していることから、減少傾向にあります。 

・29年度末における企業債発行残高（1,419億円）は、給水収益（税抜 599億円）の

2.37倍となっています。 

 

 

水道事業の財務の中期的動向（平成 24年度～29年度） 

３ 



千葉県水道局

１．「水道事業中期経営計画」について

本計画は、平成２８年度から平成３２年度までの水道事業経営に関する基本計画で

あるとともに、平成２８年度から３０年間にわたる水道施設の更新・整備及び耐震化

の進め方を示した「千葉県営水道事業長期施設整備方針」の冒頭5年間の具体的な取組

を示しています。

本計画の基本理念である「いつでも、安全でおいしい水を安定して供給し、お客様

が安心し、信頼を寄せる水道」の実現に向けて、「『強靱』な水道の構築」

「『安全』な水の供給」「お客様からの『信頼』の確保」を３つの基本目標に掲げ、

健全で計画的な事業運営に取り組んでいます。

また、これらの目標を達成するため、７の主要施策と２２の主な取組を計画の中で

体系化し、各々の施策と取組について指標を設け、目標を明確にしています。

さらに、計画全体を支える存在として「運営基盤の強化」を設定し、人材育成や

経営などの７の内部管理の取組を位置づけています。

２．平成２９年度の主な事業の実績について

○基本目標１ 「強靱」な水道の構築

・ちば野菊の里浄水場(第２期)施設整備事業について、平成３５年度の稼働に向けて

薬品沈でん池等の工事に着手

・浄水場の危機管理対策として、覆蓋設置工事に着手及び機械警備を導入

・達成目標に定めた管路の更新・整備延長のうち、湾岸埋立地域の約２４kmを含む約

６５kmの管路について、更新・整備及び耐震化を実施

○基本目標２ 「安全」な水の供給

・水質検査において適正な測定精度を維持するため、水質検査機器２７台を更新・整備

・姉崎分場の塩素多点注入設備工事に着手したほか、送・配水管の計画的な洗浄を実施

○基本目標３ お客様からの「信頼」の確保

・平成３０年１月から、給水区域内４市（千葉市・市原市・成田市・鎌ケ谷市）と

上下水道料金徴収一元化の運用を開始

・沼南給水場及び北習志野分場において省エネルギー機器を導入

○運営基盤の強化

・企業債発行額を８０億円に抑制するとともに、企業債元金１２０億円を償還する

ことで、企業債残高を縮減
４

３．評価の仕組み

本計画の推進にあたっては、進行管理を適切に行うとともに、効果や効率性を

チェックして次への改善につなげるため、各取組の達成状況や施策の成果につい

て内部評価を実施しています。

さらに、「千葉県営水道事業中期経営計画評価会議」において外部の有識者か

ら内部評価の妥当性について基本目標毎に客観的な評価やご意見等をいただく、

２段階評価方式を採用しています。

○評価作業の経過

（１）水道局職員による内部評価

平成３０年７月１３日(金)

（２）評価会議委員による外部評価

平成３０年９月３日(月)

（３）外部評価を踏まえた評価結果の確定

平成３０年９月１４日（金）

（４）水道局ホームページにて評価結果を公表

平成３０年１０月３日（水）

２ 千葉県営水道事業中期経営計画に基づき
平成２９年度に実施した施策等の評価結果

委員氏名（五十音順） 現 職

阿部 京子 消費者団体千葉県連絡会代表幹事

荒井 康裕 首都大学東京大学院都市環境科学研究科准教授

太田 正 （座長） 作新学院大学名誉教授

小熊 久美子 東京大学先端科学技術研究センター准教授

藤代 政夫 公認会計士、千葉県監査委員

○千葉県営水道事業中期経営計画評価会議委員（外部評価委員）

※委員は、学識経験者、公認会計士、消費者代表から選任



 

 

 

  

   

 

 

   

 

 

   

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  



  

 

 

 

    

 

千葉県水道局 

７ 

 

 

（１）千葉県企業局の設置について 

３ 最 近 の 動 き 

６ 

 

【出典：県水だより（平成 31年 1月 1日発行）】 

県企業庁が実施した土地関連事業について、平成２８年度からは県企業

土地管理局を設置し保有土地の処分等を進めてきましたが、今後も管理・

処分に係る一定程度の業務が残る見込みです。それらの処分等について、

単独の企業体として存続させる業務量にはならないものの、引き続き地方

公営企業法を適用し、管理者の権限と責任の下で迅速かつ機動的な対応を

行う必要があるとされました。 

このため、地方公営企業法を全部適用して事業を行う県水道局との統合

により、平成３１年４月から「千葉県企業局」を設置し、事業の効率的・

効果的な推進を図ってまいります。 

 

１．組織名・管理者名について 

組織名を「千葉県水道局」から「千葉県企業局」に、管理者名を 

「千葉県水道局長」から「千葉県企業局長」に変更します。 

 

２．設置事業の追加等について 

水道事業及び工業用水道事業に加え、「造成土地管理事業」を 

設置し、従前のとおり地方公営企業法の規定の全部を適用します。 

 

 ３. 条例の改正等について 

平成３０年９月定例県議会において、「千葉県水道事業、工業用水 

道事業及び造成土地管理事業の設置等に関する条例」に改正する 

とともに、「千葉県造成土地管理事業の設置等に関する条例」は廃止 

することとしました。 

  

 ４. 施行期日 

       平成３１年４月１日 
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７ 

（２）ちば野菊の里浄水場（第２期）施設整備事業  

○老朽化が著しい栗山浄水場の浄水 

機能を、近接する「ちば野菊の里浄水

場」に移転することに併せ、高度浄水

処理を導入するとともに、近い将来 

発生が懸念される首都直下地震にも 

耐えうる強靭な施設の整備を行って

います。 

 

〇総事業費は約４４６億円、建設期間は

平成２８年度から平成３４年度で、 

平成２９年度には主要施設である 

薬品沈でん池の本体工事に着手しま

した。 

 

○今年度は、送水ポンプ設備等の工事に

着手する予定であり、平成３５年度の

稼働に向けて取り組んでいます。 

 

 



  

 

    

 

千葉県水道局 

 

 

８ 

（３）第二期上下水道料金徴収一元化 

○お客様サービスの向上や事務経費の削減等を目的として、 

平成２４年から、県及び給水区域内１１市による「千葉県水

道局給水区域における上水道料金と下水道使用料の徴収 

一元化協議会」を設置し、一元化に向けた協議を進めた結果、

平成３０年１月から、先行して千葉市、成田市、市原市、  

鎌ケ谷市の４市において一元化を開始しました。 

 

○残り７市と協議してきたところ、市川市、船橋市、松戸市、

浦安市、印西市及び白井市の６市との間で平成３３年１月を

目途に、第二期徴収一元化を実施することについて合意し、  

平成３０年９月２８日に覚書を締結しました。 

  

○残る習志野市とは徴収一元化の実施に向け、引き続き協議し

てまいります。 

上下水道料金徴収一元化区域図 

 


